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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アクセスポイントと該アクセスポイントに無線ＬＡＮを介して接続された複数の無線Ｌ
ＡＮ端末とからなる無線ＬＡＮシステムにおけるアクセスポイントであって、
　無線ＬＡＮ端末に向けて音声信号やビーコンを送出する定時時刻を計時する計時手段と
、
　前記音声信号やビーコンを送出する定時時刻になると、前記音声信号やビーコンを優先
して送出する信号送出手段と、
　前記無線ＬＡＮ端末からデータ送出に先立つＲＴＳ（Ｒｅｑｕｅｓｔ　Ｔｏ　Ｓｅｎｄ
：送信許可要求）の送信を受けたときに現在の時刻からＲＴＳに記述された最大デュレー
ション時間が経過した時刻が前記音声信号またはビーコンを送出する定時時刻より前であ
るか否かを判定するデータ受信終了時刻判定手段を備え、
　前記信号送出手段は、前記現在の時刻からＲＴＳに記述された最大デュレーション時間
が経過した時刻が前記音声信号またはビーコンを送出する定時時刻より前でないときに、
前記音声信号またはビーコンを優先して送出する手段である
ことを特徴とするアクセスポイント。
【請求項２】
　請求項１記載のアクセスポイントにおいて、
　前記無線ＬＡＮ端末からデータ送出に先立つＲＴＳの送信を受けたときに現在の時刻か
らＲＴＳに記述された最大デュレーション時間が経過した時刻が前記音声信号またはビー
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コンを送出する定時時刻より前であるか否かを判定するデータ受信終了時刻判定手段を備
え、
　前記信号送出手段は、前記現在の時刻からＲＴＳに記述された最大デュレーション時間
が経過した時刻が前記音声信号またはビーコンを送出する定時時刻より前でないときに、
前記音声信号またはビーコンを優先して送出し、その後前記無線ＬＡＮ端末から再度ＲＴ
Ｓを受信したとき該無線ＬＡＮ端末に対してＣＴＳ（Ｃｌｅａｒ　Ｔｏ　Ｓｅｎｄ：送信
許可）を送出する手段である
ことを特徴とするアクセスポイント。
【請求項３】
　請求項１記載のアクセスポイントにおいて、
　前記無線ＬＡＮ端末からデータ送出に先立つＲＴＳの送信を受けたときに現在の時刻か
らＲＴＳに記述された最大デュレーション時間が経過した時刻が前記音声信号またはビー
コンを送出する定時時刻より前であるか否かを判定するデータ受信終了時刻判定手段を備
え、
　前記信号送出手段は、受信したＲＴＳを伴なうデータが異常であるときに、再送される
データの前記現在の時刻からＲＴＳに記述された最大デュレーション時間が経過した時刻
が前記音声信号またはビーコンを送出する定時時刻より前でないときに、前記音声信号ま
たはビーコンを送出する定時時刻前に終了するダミー信号を送出する手段である
ことを特徴とするアクセスポイント。
【請求項４】
　請求項１記載のアクセスポイントにおいて、
　前記無線ＬＡＮ端末からデータ送信を受けたときに現在の時刻からＲＴＳ不要の最大デ
ュレーション時間が経過した時刻が前記音声信号またはビーコンを送出する定時時刻より
前であるか否かを判定するデータ受信終了時刻判定手段を備え、
　前記信号送出手段は、前記現在の時刻からＲＴＳ不要の最大デュレーション時間が経過
した時刻が前記音声信号またはビーコンを送出する定時時刻より前でないときに、前記音
声信号またはビーコンを送出する定時時刻前に終了するダミー信号を送出する手段である
ことを特徴とするアクセスポイント。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線ＬＡＮ（Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）等の無線通信方式に
係り、特に、音声信号などの実時間信号や、アクセスポイント（以降、ＡＰということが
ある）から節電モードの無線ＬＡＮ端末に伝送すべきデータの有無を定期的に通知するビ
ーコンフレームを、予め定められた時刻に優先的に送出する方式に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、コンピュータ通信ネットワークの一つとして、無線ＬＡＮが普及し、オフィス、
家庭、市街地（例えば、駅、空港、ファーストフード店）等において、盛んに利用されて
いる。周知のように、このような無線ＬＡＮでは、アクセスポイントと呼ばれる無線ＬＡ
Ｎ接続装置と無線ＬＡＮ端末間で無線通信を行う。そして、多くの無線ＬＡＮは、データ
リンク層のプロトコルとして、国際標準の一つであるＩＥＥＥ（Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ　ｏ
ｆ　Ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌ　ａｎｄ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃｓ　Ｅｎｇｉｎｅｅｒｓ）８
０２．１１が用いられ、また、ネットワーク層のプロトコルとして、ＩＰ（Ｉｎｔｅｒｎ
ｅｔ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）が用いられている。
【０００３】
　無線ＬＡＮに関して、以下のことが知られている。
（１）無線で伝送すべき情報としては、ＰＣなどのデータ信号と音声などの実時間信号が
ある。これらの情報伝送を円滑にするための制御信号や、無線ＬＡＮ端末とＡＰ間の接続
開始・終了や節電モードの無線ＬＡＮ端末宛に伝送すべきデータの有無を定期的に通知す
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るビーコンフレームなどの管理信号があることも知られている。
（２）無線では、伝送媒体の特性上、送出した信号に雑音が乗り、また伝送経路が異なる
複数の無線信号間での干渉などにより、しばしば伝送誤りが発生する。そこで無線ＬＡＮ
では、以下のような誤り再送により伝送誤りの影響を軽減している。すなわち、信号に宛
先や信号種別などを示すヘッダと、伝送誤り検出符号を付加してパケットとして送出する
。そのパケットを受信する装置（無線ＬＡＮ端末やＡＰ）は、該パケットを受信すると伝
送誤り検出符号などを用いて伝送誤りの有無を判定する。伝送誤りを検出せずパケットを
正常に受信したと判断した場合はＡＣＫフレームを返送し、伝送誤りを検出した場合はＡ
ＣＫフレームを返送しない。送出側の装置は、ＡＣＫフレームが返送されない場合には送
出済みのパケットと同一のパケットを再び送出する。受信側で再送したパケットにも伝送
誤りが検出されてＡＣＫフレームが返送されない場合は、送信側は予め定められた回数ま
で再送を繰り返す。
（３）このようなパケットの送出や再送するために長い期間無線を使用すると、その期間
は他の無線ＬＡＮ端末やＡＰからの無線信号の送出ができない。またパケット長自体が長
い場合にも長い期間無線を使用するので、他の無線ＬＡＮ端末やＡＰから無線信号を送出
できない。
（４）無線ＬＡＮで送出する信号は、現在はデータが主流であるが今後は音声信号とデー
タが混在すると予想されている。音声信号は、音声を符号化し、ヘッダや伝送誤り検出符
号を付加してパケットにまとめ、一定の周期（例えば２０ｍｓ）で送出される。音声信号
は実時間信号のため、音声信号の送出時刻が他の装置の無線使用により遅延すると、音声
遅延、音の揺らぎ、さらにはパケットロスによる音切れが発生し、ユーザに大きな心理的
な負担となることも知られる。
（５）無線ＬＡＮ端末は、移動を容易とするために、電池で動作する場合が多い。電池の
待受け時間を長くするためにデータや音声の無線通信を行わない時は節電モードとする。
ＡＰから該無線ＬＡＮ端末宛に伝送すべきデータや音声信号がある場合は、ＡＰから管理
信号の一つであるビーコンフレームを用いて伝送すべきデータや音声信号がある旨を通知
する。無線ＬＡＮ端末は、ビーコンフレームを受信する時刻のみ無線送受信機能を起動し
てビーコンフレームを傍受し、自無線ＬＡＮ端末宛のデータや音声信号がある場合は引き
続いて無線送受信機能を起動してＡＰとの間で無線通信を行い自無線ＬＡＮ端末宛のデー
タや音声信号を送受信する。自無線ＬＡＮ端末宛のデータや音声が無い場合は直ちに無線
送受信機能を停止して消費電力を節減している。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記（３）のために、音声信号を送出する時刻が遅延すると、音声遅延、音の揺らぎ、
さらにはパケットロスによる音切れが発生し、ユーザに大きな心理的な負担となる。
【０００５】
　上記（４）のために、ＡＰからビーコンフレームを送出する時刻が予め定められた時刻
よりも遅延すると、節電モードの無線ＬＡＮ端末が無線送受信機能を起動している時間が
長くなり、電池の消費量が増えて待受け時間が短くなる問題があることも知られる。
【０００６】
　したがって、無線ＬＡＮにおいて音声信号やビーコンフレームを予め定められた時刻に
ＡＰから送出することが望まれる。しかし、他の装置からの無線信号が送出中であると、
上記の定められた時刻になっても音声信号やビーコンフレームを送出できない。特に、伝
送誤りの再送や長いパケット長のデータがあると、上記の定められた時刻よりも大幅に遅
延して送出されることになる。
【０００７】
　一方、音声信号やビーコンフレームやデータよりもさらに優先すべきものとして、電子
レンジなどからの妨害電波がある。すなわち、電子レンジは、無線ＬＡＮやブルートゥー
スで使用しているのと同一周波数帯である２．４７５ＧＨｚの電磁波で食品を加熱する。
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この電磁波の一部が電子レンジの外に漏洩し、無線ＬＡＮやブルートゥースの無線信号に
影響し、伝送を不可能としている。
【０００８】
　この漏洩電磁波は、５０Ｈｚ電源では５ｍｓまたは１０ｍｓ周期（６０Ｈｚ電源では４
．２ｍｓまたは８．３ｍｓ周期）で有無を繰り返している。したがって、５０％の時間で
は無線の送受が可能となっている〈例えば、特許文献１参照〉。
【０００９】
　上記の妨害電波は、当然ながら、無線ＬＡＮが前提としている「他の装置が無線を送出
中は、自身からは無線を送出しない」と言う規則に従わない。妨害電波と競合した場合、
以下の問題が発生し得る。
【００１０】
　無線ＬＡＮ端末やＡＰが長いパケットを送出中に妨害電波が発生し始めて長いパケット
が全て伝送誤りにより無効となる場合、長いパケットを送出開始してから妨害電波が出始
めるまでの期間、無線送受可能な時間が無効に消費される。
【００１１】
　ＡＰからは見えていても、電子レンジからの妨害電波には影響されない隠れ端末があり
、電子レンジからの妨害電波が発生している途中で長いパケットを送出し始め、妨害電波
が停止した後もその長いパケットを送出し続ける場合があり得る。そのパケットは、結局
伝送誤りにより受信不可能であり、妨害電波が停止した後にはみ出した長いパケットの送
信時間だけ、無線送受信可能時間を無効に消費する。
【００１２】
（１）上記の問題を数値例で示す。特許文献１によれば、電源が５０Ｈｚの場合、インバ
ータ方式の電子レンジの妨害電波は５ｍｓ周期で「有り」と「無し」を繰り返す。
（２）長いパケットとしてデータ長を例えば２０００Ｂｙｔｅとし、これにプリアンブル
や無線ヘッダを併せ、伝送速度１１Ｍｂｉｔ／ｓで伝送すると全体パケット長は１．７ｍ
ｓとなる。
（３）よって、妨害電波の「有り」の開始１．７ｍｓ前と、「無し」の開始直前に各々こ
の長いパケットを送受信すると、無線信号を実効的に送受信できる時間は、最小で５ｍｓ
－１．７ｍｓ－１．７ｍｓ＝１．６ｍｓとなる。
（４）したがって、妨害電波の影響を最小とするために無線ＬＡＮが無線送信制御を行う
必要が有る。
【００１３】
　上記問題に鑑み、本発明は、アクセスポイント（ＡＰ）を介して接続される複数の無線
ＬＡＮ端末からなる無線ＬＡＮにおいて、ＡＰから無線ＬＡＮ端末にビーコンフレームを
出力する時刻の大幅な遅延をなくすこと、および無線ＬＡＮ端末がビーコンフレームを受
信する待機時間を少なくして電池の無駄な消耗を防ぐことを目的とする。
【００１４】
　すなわち、本発明の目的は、ＡＰを介して接続される複数の無線ＬＡＮ端末からなる無
線ＬＡＮにおいて、ビーコンフレーム送出時刻を定時時刻に近づけ、無線ＬＡＮ端末のビ
ーコンフレーム待機時の消費電力を減少させることにある。
【００１５】
　また、本発明の他の目的は、ＡＰを介して接続される複数の無線ＬＡＮ端末からなる無
線ＬＡＮにおいて、音声の品質を確保することにある。
【００１６】
　さらに、本発明の他の目的は、ＡＰを介して接続される複数の無線ＬＡＮ端末からなる
無線ＬＡＮにおいて、ビーコンフレームの送出および音声通信をデータ送信より優先する
ことができるシステムを提供することにある。
【００１７】
　加えて、本発明の他の目的は、ＡＰを介して接続される複数の無線ＬＡＮ端末からなる
無線ＬＡＮにおいて、電子レンジ等の漏洩電磁波による通信の障害を回避できるシステム
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を提供することにある。
【特許文献１】特開２００２－３１９９４６号公報
【課題を解決するための手段】
【００１８】
　上記課題を解決するために本発明は、アクセスポイントと該アクセスポイントに無線Ｌ
ＡＮを介して接続された複数の無線ＬＡＮ端末とからなる無線ＬＡＮシステムにおけるア
クセスポイントであって、無線ＬＡＮ端末に向けて音声信号やビーコンを送出する定時時
刻を計時する計時手段と、前記音声信号やビーコンを送出する定時時刻になると、前記音
声信号やビーコンを優先して送出する信号送出手段と、前記無線ＬＡＮ端末からデータ送
出に先立つＲＴＳ（Ｒｅｑｕｅｓｔ　Ｔｏ　Ｓｅｎｄ：送信許可要求）の送信を受けたと
きに現在の時刻からＲＴＳに記述された最大デュレーション時間が経過した時刻が前記音
声信号またはビーコンを送出する定時時刻より前であるか否かを判定するデータ受信終了
時刻判定手段を備え、前記信号送出手段は、前記現在の時刻からＲＴＳに記述された最大
デュレーション時間が経過した時刻が前記音声信号またはビーコンを送出する定時時刻よ
り前でないときに、前記音声信号またはビーコンを優先して送出する手段であることを特
徴とする。
【００１９】
　本発明は、前記無線ＬＡＮ端末からデータ送出に先立つＲＴＳの送信を受けたときに現
在の時刻からＲＴＳに記述された最大デュレーション時間が経過した時刻が前記音声信号
またはビーコンを送出する定時時刻より前であるか否かを判定するデータ受信終了時刻判
定手段を備え、
　前記信号送出手段は、前記現在の時刻からＲＴＳに記述された最大デュレーション時間
が経過した時刻が前記音声信号またはビーコンを送出する定時時刻より前でないときに、
前記音声信号またはビーコンを優先して送出し、その後前記無線ＬＡＮ端末から再度ＲＴ
Ｓを受信したとき該無線ＬＡＮ端末に対してＣＴＳ（Ｃｌｅａｒ　Ｔｏ　Ｓｅｎｄ：送信
許可）を送出する手段であることを特徴とする。
【００２０】
　本発明は、前記無線ＬＡＮ端末からデータ送出に先立つＲＴＳの送信を受けたときに現
在の時刻からＲＴＳに記述された最大デュレーション時間が経過した時刻が前記音声信号
またはビーコンを送出する定時時刻より前であるか否かを判定するデータ受信終了時刻判
定手段を備え、
　前記信号送出手段は、受信したＲＴＳを伴なうデータが異常であるときに、再送される
データの前記現在の時刻からＲＴＳに記述された最大デュレーション時間が経過した時刻
が前記音声信号またはビーコンを送出する定時時刻より前でないときに、前記音声信号ま
たはビーコンを送出する定時時刻前に終了するダミー信号を送出する手段であることを特
徴とする。
【００２１】
　本発明は、前記無線ＬＡＮ端末からデータ送信を受けたときに現在の時刻からＲＴＳ不
要の最大デュレーション時間が経過した時刻が前記音声信号またはビーコンを送出する定
時時刻より前であるか否かを判定するデータ受信終了時刻判定手段を備え、前記信号送出
手段は、前記現在の時刻からＲＴＳ不要の最大デュレーション時間が経過した時刻が前記
音声信号またはビーコンを送出する定時時刻より前でないときに、前記音声信号またはビ
ーコンを送出する定時時刻前に終了するダミー信号を送出する手段であることを特徴とす
る。
【発明の効果】
【００２７】
　本発明によれば、アクセスポイント（ＡＰ）を介して接続される複数の無線ＬＡＮ端末
からなる無線ＬＡＮにおいて、ビーコンフレーム送出時刻を定時時刻に近づけ、無線ＬＡ
Ｎ端末のビーコンフレーム待機時の消費電力を減少させることができる。
【００２８】
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　本発明によれば、ＡＰを介して接続される複数の無線ＬＡＮ端末からなる無線ＬＡＮに
おいて、ビーコンフレーム送出時刻を定時時刻に近づけ、無線ＬＡＮ端末のビーコンフレ
ーム待機時の消費電力を減少させることができる。
【００２９】
　本発明によれば、ＡＰを介して接続される複数の無線ＬＡＮ端末からなる無線ＬＡＮに
おいて、音声の品質を確保することができる。
【００３０】
　本発明によれば、ＡＰを介して接続される複数の無線ＬＡＮ端末からなる無線ＬＡＮに
おいて、ビーコンフレームの送出および音声通信をデータ送信より優先することができる
。
【００３１】
　本発明によれば、ＡＰを介して接続される複数の無線ＬＡＮ端末からなる無線ＬＡＮに
おいて、電子レンジ等の漏洩電磁波による通信の障害を回避することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３２】
　以下、本発明の実施の形態について図面を参照して詳細に説明する。図１は、本発明の
実施の形態が適用される無線ＬＡＮを含むコンピュータネットワークシステム構成を示す
システム構成図である。
【００３３】
　図１において、このコンピュータネットワークシステムは、ＬＡＮ１とＬＡＮ２とがＩ
Ｐ（Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）網５によって接続されている。ＬＡＮ１は、
無線ＬＡＮ端末１－１，１－２，１－３、アクセスポイント２－１，２－２、パソコン４
－１，４－２、及び、ルータ３－１によって構成されている。無線ＬＡＮ端末１－１，１
－２，１－３は、ＩＥＥＥ８０２．１１に準拠して動作する無線ＬＡＮ通信機能を有する
情報通信端末であって、例えば、パソコン等の情報処理装置、ＰＤＡ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ
　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ａｓｓｉｓｔａｎｔ）等の情報端末、又は、無線ＩＰ電話機等の電話
端末であり、アクセスポイント２－１，２－２との間で無線ＬＡＮ通信を行う。
【００３４】
　アクセスポイント２－１，２－２は、ＩＥＥＥ８０２．１１に準拠して動作する無線Ｌ
ＡＮ通信機能とＩＥＥＥ８０２．３に準拠して動作するイーサネット（登録商標）等の有
線ＬＡＮ通信機能を有し、無線ＬＡＮ端末１－１，１－２，１－３との間で無線ＬＡＮ通
信を行い、また、ＬＡＮ１に接続される他の通信装置（パソコン４－１，４－２、及び、
ルータ３－１等）とＬＡＮ通信を行うものである。
【００３５】
　ルータ３－１は、ＬＡＮ１とＩＰ網５とに接続されており、ＬＡＮ１上に流れるＩＰ（
Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）パケット及びＩＰ網５から得たＩＰパケットを監
視し、このＩＰパケットのＩＰヘッダ情報（宛先ＩＰアドレス情報やポート番号情報など
）に基づきＩＰパケットをルーティングする通信装置であり、ＬＡＮ１上に流れるＩＰパ
ケットがＩＰ網５側にルーティングすべきものであると判断した場合は、これをＩＰ網５
側に送出し、また、ＩＰ網５から得たＩＰパケットがＬＡＮ１側にルーティングすべきも
のであると判断した場合には、これをＬＡＮ１側に送出する。
【００３６】
　さらに、パソコン４－１，４－２は、通常の有線用のＬＡＮボードを有するものであり
、ＬＡＮ１に接続されてＩＰパケットの送受信を行い、ＩＰ通信（ＬＡＮ通信）を行うも
のである。
【００３７】
　ＬＡＮ２は、ＬＡＮ１と同様の構成であり、無線ＬＡＮ端末１－４，１－５，１－６、
アクセスポイント２－３，２－４、パソコン４－３，４－４、及び、ルータ３－２によっ
て構成されている。無線ＬＡＮ端末１－４，１－５，１－６は、ＩＥＥＥ８０２．１１に
準拠して動作する無線ＬＡＮ通信機能を有する端末装置であって、パソコンやＰＤＡや無
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線ＩＰ電話装置等からなり、アクセスポイント２－３，２－４との間で無線ＬＡＮ通信を
行う。
【００３８】
　アクセスポイント２－３，２－４は、ＩＥＥＥ８０２．１１に準拠して動作する無線Ｌ
ＡＮ通信機能とＩＥＥＥ８０２．３に準拠して動作するイーサネット（登録商標）等の有
線ＬＡＮ通信機能とを有し、無線ＬＡＮ端末１－４，１－５，１－６との間で無線ＬＡＮ
通信を行い、また、ＬＡＮ２に接続される他の通信装置（パソコン４－３，４－４、及び
、ルータ３－２等）とＬＡＮ通信を行うものである。
【００３９】
　ルータ３－２は、ＬＡＮ２とＩＰ網５とに接続されており、ＬＡＮ２上に流れるＩＰパ
ケット及びＩＰ網５から得たＩＰパケットを監視し、このＩＰパケットのＩＰヘッダ情報
（宛先ＩＰアドレス情報やポート番号情報など）に基づきＩＰパケットをルーティングす
る通信装置である。ＬＡＮ２上に流れるＩＰパケットがＩＰ網５側にルーティングすべき
ものであると判断した場合は、これをＩＰ網５側に送出し、また、ＩＰ網５から得たＩＰ
パケットがＬＡＮ２側にルーティングすべきものであると判断した場合は、これをＬＡＮ
２側に送出する。
【００４０】
　さらに、パソコン４－３，４－４は、通常の有線用ＬＡＮボードを有するものであり、
ＬＡＮ１に接続されてＩＰパケットを送受信し、ＩＰ通信（ＬＡＮ通信）を行うものであ
る。
【００４１】
　以上の構成により、ＬＡＮ１側の無線ＬＡＮ端末１－１，１－１，１－３は、ＬＡＮ１
側の他の無線ＬＡＮ端末やパソコン４－１，４－２とＩＰ通信を行い、また、ルータ３－
１、ＩＰ網５、及び、ルータ３－２を経由して、ＬＡＮ２側の無線ＬＡＮ端末１－４，１
－５，１－６やパソコン４－３，４－４とＩＰ通信を行うことを可能な構成としている。
【００４２】
　同様に、ＬＡＮ２側の無線ＬＡＮ端末１－４，１－５，１－６は、ＬＡＮ２側の他の無
線ＬＡＮ端末やパソコン４－３，４－４とＩＰ通信を行い、また、ルータ３－２、ＩＰ網
５、及び、ルータ３－１を経由して、ＬＡＮ１側の無線ＬＡＮ端末１－１，１－２，１－
３やパソコン４－１，４－２とＩＰ通信を行うことを可能な構成としている。
【００４３】
　次に、本発明が適用されるアクセスポイントの構成について説明する。図２は、本発明
が適用されるアクセスポイント２－１，２－２，２－３，２－４の内部構成を示すブロッ
ク構成図である。
【００４４】
　アクセスポイントは、ルータ部２Ａと、無線部２Ｂとから構成される。無線部２Ｂは、
アンテナ２１と、ＲＦ（Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）部２２と、ベースバンド部２
３と、ＭＡＣ（Ｍｅｄｉａ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ）層処理部２４と、通
信処理部２０と、プログラムメモリ２０－１と、ワークメモリ２０－２とを備える。
　ＲＦ部２２と、ベースバンド部２３と、ＭＡＣ層処理部２４は、バス２９を経由して通
信処理部２０に接続される。そして、通信処理部２０は、プログラムメモリ２０－１内の
制御プログラムや設定データに従い、ワークメモリ２０－２を使用しつつ、ＲＦ部２２と
、ベースバンド部２３と、ＭＡＣ層処理部２４とを含む無線部２Ｂ全体を制御する。
【００４５】
　このような構成において、ルータ部２Ａはネットワーク（ＬＡＮ１又はＬＡＮ２）から
受信したＩＰパケットのＩＰ（Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）アドレスや、ＴＣ
Ｐ（Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）ポート番号又はＵ
ＤＰ（Ｕｓｅｒ　Ｄａｔａｇｒａｍ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）ポート番号を含むＩＰヘッダを
参照して予め設定された規則に基づいて当該ＩＰパケットをルーティングするものである
。無線部２Ｂに送出すべきＩＰパケットはＭＡＣ層処理部２４に送出する。
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【００４６】
　ＭＡＣ層処理部２４は、イーサネット（登録商標）規格であるＩＥＥＥ８０２．３のデ
ータリンク層と無線ＬＡＮ規格であるＩＥＥＥ８０２．１１のデータリンク層との間で変
換処理を行うものである。
【００４７】
　ベースバンド部２３は、ＩＥＥＥ８０２．１１用にＭＡＣ処理されたＩＰパケットをベ
ースバンド信号に変調し、又は、ベースバンド信号を復調して元のＩＰパケットに復元す
るものである。
【００４８】
　ＲＦ部２２は、ベースバンド部２３から受信したベースバンド信号をＩＥＥＥ８０２．
１１に従って、例えばＤＳ－ＳＳ（Ｄｉｒｅｃｔ　Ｓｅｑｕｅｎｃｅ　Ｓｐｒｅａｄ　Ｓ
ｐｅｃｔｒｕｍ）方式やＦＨ－ＳＳ方式（Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｈｏｐｐｉｎｇ　Ｓｐｒ
ｅａｄ　Ｓｐｅｃｔｒｕｍ）により規定される搬送無線周波数に載せてアンテナ２１から
無線信号として送出する。逆に、アンテナ２１から受信した無線信号から搬送無線周波数
を除去して元のベースバンド信号に復元し、ベースバンド部２３に送出する。
【００４９】
　以下、ＩＰパケットをネットワーク（ＬＡＮ１又はＬＡＮ２）からアンテナ２１経由で
送出する場合の動作を説明する。ＭＡＣ層処理部２４は、ネットワーク（ＬＡＮ１又はＬ
ＡＮ２）からルータ部２Ａ経由で受信したＩＰパケットのＭＡＣ層を、イーサネット（登
録商標）用のＩＥＥＥ８０２．３から無線用のＩＥＥＥ８０２．１１に変換処理し、ベー
スバンド部２３に送出する。
【００５０】
　ベースバンド部２３は、受信したＩＰパケットをこれも無線用のＩＥＥＥ８０２．１１
に従って変調してベースバンド信号を生成しＲＦ部２２に送出する。
【００５１】
　ＲＦ部２２は、ベースバンド部２３からのベースバンド信号を搬送無線周波数に載せ、
アンテナ２１から無線信号として無線ＬＡＮ端末１－１，１－２，１－３，１－４，１－
５，１－６に向けて送出する。
【００５２】
　次に、無線ＬＡＮ端末から無線信号を受信する場合の動作を説明する。アンテナ２１が
、無線ＬＡＮ端末１－１，１－２，１－３，１－４，１－５，１－６から受信した無線信
号を受信すると、ＲＦ部２２に送出する。
【００５３】
　ＲＦ部２２は無線信号から搬送無線周波数を除去して元のベースバンド信号に復元し、
ベースバンド部２３に送出する。ベースバンド部２３は、ベースバンド信号を復調して元
のＩＰパケットに復元し、ＭＡＣ層処理部２４に送出する。ＭＡＣ層処理部２４は、ＩＰ
パケットのＭＡＣ層を、無線用のＩＥＥＥ８０２．１１からイーサネット（登録商標）用
のＩＥＥＥ８０２．３に変換処理し、ルータ部２Ａに送る。ルータ部２Ａは、受信したＩ
ＰパケットのＩＰアドレスなどを用いて、ＬＡＮなどに転送する。
【００５４】
　次に、本発明が適用される無線ＬＡＮ端末の構成について説明する。図３は、本発明が
適用される無線ＬＡＮ端末１－１，１－２，１－３，１－４，１－５，１－６の内部構成
を示すブロック構成図である。
【００５５】
　図３において無線ＬＡＮ端末は、情報通信端末部１Ａと無線部１Ｂとから構成される。
無線部１Ｂは、アンテナ１１と、ＲＦ（Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）部１２と、ベ
ースバンド部１３と、ＭＡＣ（Ｍｅｄｉａ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ）層処
理部１４と、上位層処理部１５と、端末インタフェース部１６と、通信処理部１０と、プ
ログラムメモリ１０－１と、ワークメモリ１０－２とを備えている。
【００５６】
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　ＲＦ部１２と、ベースバンド１３と、ＭＡＣ層処理部１４と、上位層処理部１５と、端
末インタフェース部１６は、バス１９を経由して通信処理部１０に接続されている。
【００５７】
　通信処理部１０は、プログラムメモリ１０－１内の制御プログラムや設定データに従い
、ワークメモリ１０－２を使用しつつ、ＲＦ部１２と、ベースバンド処理部１３と、ＭＡ
Ｃ層処理部１４と、上位層処理部１５と、端末インタフェース部１６とを含む無線部１Ｂ
全体を制御している。
【００５８】
　情報通信端末部１Ａは、パソコン等の情報処理装置、ＰＤＡ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉ
ｇｉｔａｌ　Ａｓｓｉｓｔａｎｔ）等の情報端末又はＩＰ電話機等の電話端末であり、こ
れら情報端末又は電話端末から送られてきたデータや音声符号化信号を端末インタフェー
ス部１６に送出し、又は端末インタフェース部１６からのデータや音声符号化信号を受信
し情報端末又は電話端末に送出する。
【００５９】
　無線部１Ｂにおいて、端末インタフェース部１６は、情報通信端末部１Ａと無線部１Ｂ
と間を相互にデータや音声符号化信号を転送するためのインタフェースに係る処理を行う
ものである。
【００６０】
　上位層処理部１５は、ネットワーク層／トランスポート層に係るＩＰパケット処理を行
い、ネットワーク層／トランスポート層間を伝送させるものであって、ＩＰアドレスやＴ
ＣＰポート番号又はＵＤＰポート番号を含むＩＰヘッダの付与・削除の処理を行うもので
ある。
【００６１】
　ＭＡＣ層処理部１４は、データリンク層に係るＩＰパケット処理を行うもので、ＩＥＥ
Ｅ８０２．１１に従って、データや音声バケットデータが格納されたＩＰパケットを組立
てし又は分解し、データリンク層間を伝送させるためにＭＡＣアドレスの付与・削除の処
理を行うものである。
【００６２】
　ベースバンド部１３は、ＩＰパケットを変調してベースバンド信号を生成し、又は、ベ
ースバンド信号を復調して元のＩＰパケットに復元するものである。
【００６３】
　ＲＦ部１２は、ベースバンド部１３から受信したベースバンド信号をＩＥＥＥ８０２．
１１に従って搬送無線周波数に載せ、アンテナ１１から無線信号として送出させる。逆に
、アンテナ１１から受信した無線信号から搬送無線周波数を除去してベースバンド信号に
復元し、ベースバンド部１３に送出するものである。
【００６４】
　次に、情報通信端末部１Ａが生成したデータや音声符号化信号をアンテナ１１経由で送
出する場合の動作を説明する。端末インタフェース部１６は、情報通信端末部１Ａからの
データや音声符号化信号を上位層処理部１５に送る。
【００６５】
　上位層処理部１５は、ＩＰアドレス付与・ＴＣＰ／ＵＤＰポート番号の付与等のＩＰヘ
ッダ処理を施してＩＰパケットを生成した後、ＭＡＣ層処理部１４に送出する。
【００６６】
　ＭＡＣ層処理部１４は、上位層処理部１５からＩＰパケットにＩＥＥＥ８０２．１１の
処理手順に従ったＭＡＣアドレス付与等のＭＡＣ処理を施し、ベースバンド部１３に送出
する。
【００６７】
　ベースバンド部１３は、受信したＩＰパケットをＩＥＥＥ８０２．１１に従って変調し
てベースバンド信号を生成し、ＲＦ部１２に送出する。
【００６８】
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　ＲＦ部１２は、ベースバンド部１３からのベースバンド信号をＩＥＥＥ８０２．１１に
したがって搬送無線周波数に載せ、アンテナ１１から無線信号としてアクセスポイント２
－１，２－２，２－３，２－４に向けて送出する。
【００６９】
　次に、アクセスポイントから伝送された無線信号を受信し、情報通信端末部に出力する
場合の動作を説明する。アンテナ１１が、アクセスポイント２－１，２－２，２－３，２
－４から受信した無線信号をＲＦ部１２に送出する。
【００７０】
　ＲＦ部１２は、受信した無線信号から搬送無線周波数を除去して元のベースバンド信号
に復元し、ベースバンド部１３に送出する。
【００７１】
　ベースバンド部１３は、受信したベースバンド信号を復調して元のＩＰパケットに復元
し、ＭＡＣ層処理部１４に送出する。
【００７２】
　ＭＡＣ層処理部１４は、受信したＩＰパケットからＩＥＥＥ８０２．１１にしたがって
ＭＡＣアドレスを削除し、上位層処理部１５に送出する。
【００７３】
　上位層処理部１５は、ＭＡＣ層処理部１４からのＩＰパケットから設定データに基づき
ＴＣＰ・ＵＤＰヘッダやＩＰヘッダの削除し、得られたデータや音声符号化信号を端末イ
ンタフェース部１６経由で情報通信端末部１Ａに送る。
【００７４】
［実施例１］次に、本発明の実施例１である、誤り再送によるビーコンフレームや音声信
号の送出遅延を抑制する手段を説明する。
【００７５】
　実施例１は、アクセスポイントと該アクセスポイントに無線ＬＡＮを介して接続された
複数の無線ＬＡＮ端末とからなる無線ＬＡＮシステムを構成するアクセスポイントであっ
て、無線ＬＡＮ端末に向けて音声信号やビーコンフレームを送出する定時時刻を計時する
計時手段と、前記音声信号やビーコンフレームを送出する定時時刻になると、前記音声信
号やビーコンフレームを優先して送出する信号送出手段と備えた例である。また、実施例
１は、上記アクセスポイントにおいて、前記信号送出手段を、前記無線ＬＡＮ端末から受
信したデータが異常であるときに、前記無線ＬＡＮ端末がデータを再送する前に前記音声
信号またはビーコンフレームを送出する手段とした例である。さらに、実施例１は、上記
アクセスポイントにおいて、前記信号送出手段を、データを送出し始めてから前記定時時
刻になると、データの送信が失敗している場合でも前記音声信号またはビーコンフレーム
を前記データの再送に優先して送出する手段とした例である。
【００７６】
　本発明の説明を容易とするために、最初に図１６を用いて国際標準ＩＥＥＥ８０２．１
１の９．２節で規定されている従来の送信制御のタイムチャートを説明する。１台のＡＰ
と２台の無線ＬＡＮ端末Ａ，Ｂが１つの無線空間を用いて無線通信を行う場合を例とする
。横軸は時間である。
【００７７】
（１）最初に、無線ＬＡＮ端末Ａが、ＡＰ宛にＤａｔａ１信号を送出する。
（２）ＡＰは、Ｄａｔａ１を受信中にビーコンフレームを送出すべき時刻になるが、Ｄａ
ｔａ１の無線との混信を避けるためにＤａｔａ１の受信完了を待つ。
（３）ＡＰは、Ｄａｔａ１の受信が完了したらＤａｔａ１が正常であるかを判定し、正常
であればＡＣＫフレームを無線ＬＡＮ端末Ａ宛に送出して正常受信を通知する。ＡＰは、
引き続きビーコンフレームを送出する。この結果、ビーコンフレームの送出が、定時時刻
よりも最大１パケット分遅延する。
【００７８】
（４）次に、無線ＬＡＮ端末Ｂが、ＡＰ２宛にＤａｔａ２を送出する。
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（５）ＡＰは、Ｄａｔａ２を受信中に音声信号を送出すべき時刻になるが、Ｄａｔａ２の
無線との混信を避けるためにＤａｔａ２の受信完了を待つ。
（６）ＡＰは、Ｄａｔａ２の受信が完了したらＤａｔａ２が正常であるかを判定し、正常
であればＡＣＫフレームを無線ＬＡＮ端末Ｂ宛に送出して正常受信を通知する。ＡＰは、
引き続き音声信号を送出する。この結果、音声信号の送出が、定時時刻よりも最大１パケ
ット分遅延する。
【００７９】
　次に、国際標準９．２．５．３節で規定されている誤り再送が、図１６に追加された場
合のタイムチャートを示す。ここでは、無線ＬＡＮ端末Ａ，ＢからＡＰ宛のデータに伝送
誤りが発生し、再送した場合を例として図１７により説明する。
（１）最初に、無線ＬＡＮ端末ＡがＡＰ宛にＤａｔａ１信号を送出する。
（２）ＡＰは、Ｄａｔａ１を受信中にビーコンフレームを送出すべき時刻になるが、Ｄａ
ｔａ１の無線との混信を避けるためにＤａｔａ１の受信完了を待つ。
（３）ＡＰは、Ｄａｔａ１の受信が完了したらＤａｔａ１が正常であるかを判定し、異常
であったのでＡＣＫフレームを無線ＬＡＮ端末Ａ宛に返送しない。
（４）無線ＬＡＮ端末Ａは、Ｄａｔａ１に対するＡＣＫフレームを受信できなかったので
、Ｄａｔａ１を再送する。
（５）ＡＰは、Ｄａｔａ１の受信を完了したら再送されたＤａｔａ１が正常であるかを判
定し、正常であればＡＣＫフレームを無線ＬＡＮ端末Ａ宛に返送して正常受信を通知する
。ＡＰは、引き続きビーコンフレームを送出する。この結果、ビーコンフレームの送出が
、定時時刻よりも最大２パケット分遅延する。
【００８０】
　次に、無線ＬＡＮ端末Ｂが、ＡＰ２宛にＤａｔａ２を送出する。
（１）ＡＰは、Ｄａｔａ２を受信中に音声信号を送出すべき時刻になるが、Ｄａｔａ２の
無線との混信を避けるためにＤａｔａ２の受信完了を待つ。
（２）ＡＰは、Ｄａｔａ２の受信が完了したらＤａｔａ２が正常であるかを判定し、異常
であったのでＡＣＫフレームを無線ＬＡＮ端末Ｂ宛に返送しない。
（３）無線ＬＡＮ端末Ｂは、Ｄａｔａ２に対するＡＣＫフレームを受信できなかったので
、Ｄａｔａ２を再送する。
（４）ＡＰは、Ｄａｔａ２の受信を完了したら再送されたＤａｔａ２が正常であるかを判
定し、正常であればＡＣＫフレームを無線ＬＡＮ端末Ｂ宛に返送して正常受信を通知する
。ＡＰは、引き続き音声信号を送出する。この結果、音声信号の送出が、定時時刻よりも
最大２パケット分遅延する。
【００８１】
　以上のように、従来の手法では、ＡＰが、ビーコンフレーム送出定時時刻または音声送
出時刻になったときに、いずれかの無線ＬＡＮ端末からデータを受信している場合には、
そのデータの受信が正常に完了してＡＣＫフレームを送信した後にビーコンフレームまた
は音声を送出することとなり、ビーコンフレームまたは音声の送出が最大２パケット分遅
れることになる。この遅れの時間の間、各無線ＬＡＮ端末は、電源を投入してビーコンフ
レームの受信を待機することになって、無駄な電源の消耗につながる。また、この遅れの
時間の間、ＡＰからの音声の送出が遅れることとなり、音声通信の品質が劣化することと
なる。
【００８２】
　次に、本発明の実施例１における、再送信号による遅延を防止する場合のタイムチャー
トを図４、図５により説明する。図４は、無線ＬＡＮ端末Ａ，ＢからＡＰに送出するデー
タに伝送誤りが発生した場合である。図５は、ＡＰから無線ＬＡＮ端末Ａ，Ｂに送出する
データに伝送誤りが発生した場合である。図４のタイムチャートは以下の通りである。
【００８３】
（１）最初に、無線ＬＡＮ端末Ａが、ＡＰ宛にＤａｔａ１信号を送出する。
（２９ＡＰは、Ｄａｔａ１を受信中にビーコンフレームを送出すべき定時時刻になるが、
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Ｄａｔａ１の無線との混信を避けるためにＤａｔａ１の受信完了を待つ。
（３）ＡＰは、Ｄａｔａ１の受信が完了したらＤａｔａ１が正常であるかを判定し、異常
であったのでＡＣＫフレームを無線ＬＡＮ端末Ａ宛に返送しない。その代わりに本実施例
の特徴であるビーコンフレームを送出する。この結果、ビーコンフレームの送出は伝送誤
りが無い場合と同様に、定時時刻よりも最大１パケット分遅延する。
（４）無線ＬＡＮ端末Ａは、Ｄａｔａ１に対するＡＣＫフレームの受信待ち状態でビーコ
ンフレームを受信する。上記国際標準９．２．８節のＡＣＫフレームに対する動作規定で
「送出したデータに対するＡＣＫフレーム受信待ちの時に、ＡＣＫフレーム以外の信号を
受信した場合は、受信した信号を処理し、かつ送出データは正常に送出されなかったと判
断する」ように記載されている。したがって、受信したビーコンフレームを処理した後に
、Ｄａｔａ１を再送する。
（５）ビーコンフレームを送出した後のＡＰは、再送されたＤａｔａ１の受信を完了した
ら正常であるかを判定し、正常であればＡＣＫフレームを無線ＬＡＮ端末Ａ宛に返送して
正常受信を通知する。
【００８４】
（６）次に、無線ＬＡＮ端末Ｂが、ＡＰ宛にＤａｔａ２を送出する。
（７）ＡＰは、Ｄａｔａ２を受信中に音声信号を送出すべき定時時刻になるが、Ｄａｔａ
２の無線との混信を避けるためにＤａｔａ２の受信完了を待つ。
（８）ＡＰは、Ｄａｔａ２の受信が完了したらＤａｔａ２が正常であるかを判定し、異常
であったのでＡＣＫフレームを無線ＬＡＮ端末Ｂ宛に返送しない。その代わりにここでも
本実施例の特徴である音声信号を送出する。この結果、音声の送出が、伝送誤りが無い場
合と同様に定時時刻よりも最大１パケット分遅延する。
（９）無線ＬＡＮ端末Ｂは、Ｄａｔａ２に対するＡＣＫフレームの代わりに音声信号を受
信したので、音声信号を処理した後にＤａｔａ２を再送する。
（１０）ＡＰは、再送されたＤａｔａ２の受信を完了したら正常であるかを判定し、正常
であればＡＣＫフレームを無線ＬＡＮ端末Ｂ宛に返送して正常受信を通知する。
【００８５】
　以上のように、この手法によれば、図１７に示したＤａｔａ１またはＤａｔａ２の受信
に誤りがあった場合にビーコンフレーム送出または音声送出が最大２パケット分遅れるの
を最大１パケット分の遅れにとどめることができる。
【００８６】
　次に、ＡＰから無線ＬＡＮ端末Ａ，Ｂにデータを送出する場合のタイムチャートを図５
で説明する。
（１）最初に、ＡＰが、無線ＬＡＮ端末Ａ宛にＤａｔａ１信号を送出する。
（２９ＡＰは、Ｄａｔａ１を送出中にビーコンフレームを送出すべき定時時刻になるが、
Ｄａｔａ１の無線送信と同時には送出できないのでＤａｔａ１の送出完了を待つ。
（３）無線ＬＡＮ端末Ａは、Ｄａｔａ１の受信が完了したらＤａｔａ１が正常であるかを
判定し、異常であったのでＡＰ宛にＡＣＫフレームを返送しない。
（４）ＡＰは、Ｄａｔａ１に対するＡＣＫフレームの受信を一定時間待ち、受信できない
場合は伝送誤りが発生したと判断する。その時には、先にビーコンフレームを送出し、次
にＤａｔａ１を再送する。この結果、ビーコンフレーム送出は、伝送誤りが無い場合と同
様に、定時時刻よりも最大１パケット分遅延する。
（５）無線ＬＡＮ端末Ａは、最初のＤａｔａ１に対してＡＣＫフレームを返送していない
ので、Ｄａｔａ１の再送を期待するが、その代わりにビーコンフレームを受信するとビー
コンフレームを受信・処理し、その後でＤａｔａ１の再送を待つ。無線ＬＡＮ端末Ａは、
再送されたＤａｔａ１の受信を完了したら正常であるかを判定し、正常であればＡＣＫフ
レームをＡＰ宛に返送して正常受信を通知する。
【００８７】
（６）次に、ＡＰが、無線ＬＡＮ端末Ｂ宛にＤａｔａ２信号を送出する。
（７）ＡＰは、Ｄａｔａ２を送出中に音声を送出すべき定時時刻になるが、Ｄａｔａ２の
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無線送信と同時には送出できないのでＤａｔａ２の送出完了を待つ。
（８）無線ＬＡＮ端末Ｂは、Ｄａｔａ２の受信が完了したらＤａｔａ２が正常であるかを
判定し、異常であったのでＡＣＫフレームをＡＰ宛に返送しない。
（９）ＡＰは、Ｄａｔａ２に対するＡＣＫフレームの受信を一定時間待ち、受信できない
場合は伝送誤りが発生したと判断する。ＡＰは、その時に先に音声信号を送出し、次にＤ
ａｔａ２を再送する。この結果、音声信号送出が、伝送誤りが無い場合と同様に、定時時
刻よりも最大１パケット分遅延する。
（１０）無線ＬＡＮ端末Ｂは、再送されたＤａｔａ２の代わりに音声信号を受信すると音
声信号を受信・処理し、Ｄａｔａ２の再送を待つ。
（１１）無線ＬＡＮ端末Ａは、再送されたＤａｔａ２の受信を完了したら正常であるかを
判定し、正常であればＡＣＫフレームをＡＰ宛に返送して正常受信を通知する。
【００８８】
　以上のように、この手法によれば、ＡＰが、Ｄａｔａ送信時にビーコンフレームまたは
音声送出時刻になった場合でＤａｔａの送信が異常であったときに、Ｄａｔａの再送を行
うより先にビーコンフレームの送出または音声の送出を実行するので、最大１パケットの
遅れ以内に、ビーコンフレームまたは音声を送出することができる。
【００８９】
　次に、各実施例の詳細な動作をフローチャートで説明する。図６は、実施例１における
ＡＰのフローチャートである。図６の上部に示すように、ＡＰは、初期値として音声タイ
マやビーコンフレームタイマを起動する。ＡＰは、音声信号の送出周期が２０ｍｓである
場合が多いので音声タイマを例えば２０ｍｓとし、ビーコンフレームタイマは１０２．４
ｍｓとする場合が多いので例えば１０２．４ｍｓとする。ＡＰは、音声タイマやビーコン
フレームタイマが終了した事を表示するＦＬＡＧを０にクリアする（Ｓ１）。
【００９０】
　ＡＰは、初期値として送信タイマ値も設定する。送信タイマ値は、フローチャートの中
のパラメータとして重要なので、最初に説明する。国際標準９．２．３．１節は、無線Ｌ
ＡＮ端末やＡＰの送信権を取得するために、送信タイマを以下のように使うように規定し
ている。すなわち、ある無線信号の受信が終了した後に他の無線ＬＡＮ端末との間で送信
権を取得しあうために、予め定められた待ち時間、無線信号が無い事を確認し、その確認
後に送信権を得られたとして無線の送出を開始する。この待ち時間として、国際標準９．
２．３．１は２通りの値を定めている。
ａ）　（ＤＩＦＳ＋乱数）の期間
ｂ）　ＳＩＦＳ
【００９１】
　ＤＩＦＳは通常の待ち時間であり、これにＡＰや各無線ＬＡＮ端末が独立に発生する乱
数を加算することにより、待ち時間が終了する時刻が互いに異なり、ＡＰや各無線ＬＡＮ
端末が同時に無線を送出して混信する確率を低減している。
【００９２】
　ＳＩＦＳ（Ｓｈｏｒｔ　Ｉｎｔｅｒ－Ｆｒａｍｅ　Ｓｐａｃｅ：短フレーム間スペース
）はＤＩＦＳ（Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｅｄ　Ｉｎｔｅｒ－Ｆｒａｍｅ　Ｓｐａｃｅ）よりも
短い値であり、より早く待ち時間が終了するので優先的に送出させるときに使われる。例
えば、無線ではデータなどの送出が正常であることを確認するためにデータの受信側が送
信側に対してＡＣＫフレーム（応答フレーム）を返送する。そのＡＣＫフレームを優先的
に返送するためにデータを正常に受信したらＳＩＦＳの待ち時間後にＡＣＫフレームを返
送することが規定されている。
【００９３】
　国際標準９．２．３．１節では、ＡＰも無線ＬＡＮ端末も待ち時間を（ＤＩＦＳ＋乱数
）に設定するように定めている。しかし実際には、多くの用途でＡＰの送信権を無線ＬＡ
Ｎ端末よりも優先させるために待ち時間をＳＩＦＳとしているので、ここでは送信タイマ
をＳＩＦＳに設定して、ＡＰの待ち時間をＳＩＦＳとする場合を説明する。



(14) JP 4786970 B2 2011.10.5

10

20

30

40

50

【００９４】
（１）ＡＰは、送信タイマに設定された値にしたがい、送信タイマを起動する（Ｓ２）。
（２）ＡＰは、無線信号を受信し、他の無線ＬＡＮ端末から無線を受信しているかを監視
する（Ｓ３）。ＡＰは、無線信号を受信したら、ステップＳ１２に移行する。無線信号を
受信していない時は、ＡＰは、送信タイマが終了したかを確認し（Ｓ４）、終了していな
い場合はステップＳ３に戻る。送信タイマが終了している場合は、自ＡＰが送信権を得た
と判断する。
【００９５】
（３）ＡＰは、ＦＬＡＧの値を調べ（Ｓ５）、２以上の場合（≧２）は音声信号の送出定
時時刻を超過していると判断して、ステップＳ２５に移行する。ＦＬＡＧの値が１の場合
（＝１）は、ＡＰは、ビーコンフレームの送出定時時刻を超過していると判断してステッ
プＳ２４に移行する。ＦＬＡＧの値が０の場合は、ＡＰは、音声信号とビーコンフレーム
の何れの送出定時時刻も超過していないと判断する。次に、ＡＰは、送出すべきデータ（
ここでデータとは、制御信号や管理信号なども含む）が有るかを調べ（Ｓ６）、送出すべ
きデータが無い場合は送信タイマが終了した状態のままでステップＳ３に移行する。
【００９６】
（４）ステップＳ６で、送出すべきデータがある場合は、データを送出する（Ｓ７）。
【００９７】
（５）次に、ＡＰは、無線信号を受信し、次の無線信号の受信完了を待つ（Ｓ８）。ＡＰ
は、無線信号の受信を完了したら、送出したデータに対するＡＣＫフレームか否かを調べ
（Ｓ９）、ＡＣＫフレームである場合にはデータ送出は成功したと判断する（Ｓ１０）。
ＡＣＫフレームではない場合にはデータ送出は不成功と判断する（Ｓ１１）。データ送出
の成功・不成功にしたがい、上位プロトコルの判断により、再送制御などを適用する。Ａ
ＣＫフレームの受信有無に拘わらず、ステップＳ２２に移行する。
【００９８】
（６）ＡＰは、送信タイマにＳＩＦＳを設定し（Ｓ２２）、ステップＳ２に移行する。
【００９９】
（７）ステップＳ５において、ＦＬＡＧ≧２であるときには、ＡＰは、音声信号を送出す
べき定時時刻を超過しているとして音声信号を送出し、ＦＬＡＧから２を減じ（Ｓ２５）
、ステップＳ２２移行する。
【０１００】
（８）ステップＳ５において、ＦＬＡＧ＝１であるときには、ＡＰは、ビーコンフレーム
を送出すべき定時時刻を超過しているとしてビーコンフレームを送出し、ＦＬＡＧを０に
クリアし（Ｓ２４）、ステップＳ２２に移行する。
【０１０１】
（９）ステップＳ３において、無線信号を受信中であるとき（Ｙｅｓ）には、無線信号の
受信完了を待つ（Ｓ１２）。受信を完了したら自ＡＰ宛の正常な信号か否かを判定し（Ｓ
１３）、自ＡＰ宛の正常な信号ならステップＳ１７に移行する。
【０１０２】
（１０）ステップＳ１３において、自ＡＰ宛で、かつ不正常な信号の場合、又は自ＡＰ宛
では無い場合（ＡＰを用いる無線ＬＡＮでは、自ＡＰ宛以外の無線信号は本来無いので、
自ＡＰ宛で無いこと自体で既に正常ではない）には、ＦＬＡＧを判定して、音声信号また
はビーコンフレームを送出すべき定時時刻を超過しているかを判定する（Ｓ１４）。ＦＬ
ＡＧが０の場合は、ＡＰは、自ＡＰ宛にデータを送出した送信元の無線ＬＡＮ端末が再送
データを（ＳＩＦＳ＋ＡＣＫ＋ＤＩＦＳ＋乱数）時間後に送出するので、その再送データ
と送信権を取り合うために、送信タイマ値に例えば（ＳＩＦＳ＋ＡＣＫ＋ＤＩＦＳ＋乱数
）を設定し（Ｓ１６）、ステップＳ２に移行する。
【０１０３】
（１１）ステップＳ１４において、ＦＬＡＧが１以上の場合は、ＡＰは、音声信号または
ビーコンフレームを送出すべき定時時刻を超過しているとして実施例１の特徴である「無
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線ＬＡＮ端末が再送データを送信するよりも先に、ＡＰが音声信号やビーコンフレームを
送出する」ために、送信タイマに最も短い送信タイマ値であるＳＩＦＳを設定し（Ｓ１５
）、ステップＳ２に移行する。
【０１０４】
（１２）ステップＳ１７において、ＡＰは、自ＡＰ宛の信号を正常に受信・処理する。同
時に送信タイマにＳＩＦＳを設定し、起動し（Ｓ１８）、送信タイマの終了を待つ（Ｓ１
９）。
（１３）送信タイマが終了したら、ＡＰは、受信した信号がＲＴＳ（）か否かを判定し（
Ｓ２０）、ＲＴＳ以外ならＡＣＫフレームを返送し（Ｓ２１）、ステップＳ２２に移行す
る。ステップＳ２０において、ＲＴＳなら、ＡＰは、応答としてＡＣＫフレームの代わり
にＣＴＳを送出してＲＴＳの送出元の無線ＬＡＮ端末に送信を許可し、それに対応するデ
ータを待受けるために送信タイマに大きい値、例えば（ＳＩＦＳ＋ＡＣＫ＋ＤＩＦＳ＋乱
数）を設定し（Ｓ２３）、ステップＳ２に移行する。
【０１０５】
（１４）ビーコンフレームタイマ割込みが発生する（Ｓ３１）と、ＡＰは、図７に示すよ
うにＦＬＡＧに１を加算し、ビーコンフレームタイマを起動し（Ｓ３２）、その後に割込
みから復帰する（Ｓ３３）。
【０１０６】
（１５）音声タイマ割込みが発生する（Ｓ４１）と、ＡＰは、ＦＬＡＧに２を加算し、音
声タイマを起動し（Ｓ４２）、その後に割込みから復帰する（Ｓ４３）。
【０１０７】
［実施例２］実施例２は、上記アクセスポイントにおいて、前記無線ＬＡＮ端末からデー
タ送出に先立つＲＴＳの送信を受けたときに現在の時刻からＲＴＳに記述された最大デュ
レーション時間が経過した時刻が前記音声信号またはビーコンフレームを送出する定時時
刻より前であるか否かを判定するデータ受信終了時刻判定手段を備え、前記信号送出手段
を、前記現在の時刻からＲＴＳに記述された最大デュレーション時間が経過した時刻が前
記音声信号またはビーコンフレームを送出する定時時刻より前でないときに、前記音声信
号またはビーコンフレームを優先して送出する手段とした例である。
【０１０８】
　さらに、実施例２は、上記アクセスポイントにおいて、前記無線ＬＡＮ端末からデータ
送出に先立つＲＴＳの送信を受けたときに現在の時刻からＲＴＳに記述された最大デュレ
ーション時間が経過した時刻が前記音声信号またはビーコンフレームを送出する定時時刻
より前であるか否かを判定するデータ受信終了時刻判定手段を備え、前記信号送出手段を
、前記現在の時刻からＲＴＳに記述された最大デュレーション時間が経過した時刻が前記
音声信号またはビーコンフレームを送出する定時時刻より前でないときに、前記音声信号
またはビーコンフレームを優先して送出し、その後前記無線ＬＡＮ端末から再度ＲＴＳを
受信したとき該無線ＬＡＮ端末に対してＣＴＳを送出する手段とした例である。
【０１０９】
　本発明の実施例２である、長いパケットにより、ビーコンフレームや音声信号の送出が
遅延されるのを抑制する方法を説明する。周知のように国際標準９．２節では、予め定め
た閾値よりも長いパケットを送出する前に、無線ＬＡＮ端末がＡＰに対して無線を占有し
たい旨を要請するように規定している。後の説明を容易とするために、国際標準９．２節
で定められている無線占有の許可要請とそれに対する許可の方法を簡単に示す。
【０１１０】
　国際標準９．２節では、パケット長が閾値よりも長いパケットを送出する時は、無線Ｌ
ＡＮ端末がＡＰに対してＲＴＳと呼ばれる制御信号を送出し、ＡＰが無線ＬＡＮ端末に対
してＣＴＳ（Ｃｌｅａｒ　Ｔｏ　Ｓｅｎｄ：送信許可）と呼ばれる制御信号を返送するこ
とが規定されている。ＲＴＳやＣＴＳには、それに「引き続く長いパケットが無線を占有
する時間」と「その応答であるＡＣＫフレームが占有する時間」、および「両パケットの
間の無線信号が無い期間」との和（以降デュレーションと呼ぶ）がパラメータとして含ま
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れる。他の無線ＬＡＮ端末は、上記のＲＴＳやＣＴＳを傍受し、それに含まれるデュレー
ションの期間、無線を送出しないで混信を防止する。
【０１１１】
　実施例２は、上記のＲＴＳに長いパケットのデュレーションが含まれることを活用し、
長いパケットがビーコンフレームや音声信号の送出時刻までに無線の使用が完了しないと
判断する場合は、ＣＴＳを返送せず、長いパケットの送出を延期することを特徴とする。
以下、図９を用いて実施例２のタイムチャートを説明する。
【０１１２】
（１）無線ＬＡＮ端末Ａが、長いパケットＤａｔａ１を送出するために、ＡＰに対してＲ
ＴＳを送出する。ＲＴＳの中には、Ｄａｔａ１の送出のために無線を占有するデュレーシ
ョンが含まれている。
（２）ＲＴＳを受信したＡＰは、現時刻と上記のデュレーションとを加算して、ビーコン
フレームや音声信号を送出すべき定時時刻と比較し、図８に例示するように定時時刻より
も前にＤａｔａ１の送出のための無線占有が終了すると判断した場合は、ＣＴＳを送出し
てＤａｔａ１の送出を許可する。そして定時時刻になった時に、ＡＰは、ビーコンフレー
ムや音声信号を送出する。
（３）ＲＴＳを受信したＡＰは、図９に例示するように、Ｄａｔａ１の送出のための無線
占有が定時時刻よりも後で終了すると判断した場合、ＡＰは、ＣＴＳを返送せず、Ｄａｔ
ａ１の送出を許可しない。そしてビーコンフレームや音声の送出の定時時刻になった時に
、ＡＰは、ビーコンフレームや音声信号を送出する。その後に無線ＬＡＮ端末Ａから再び
ＲＴＳを受信した場合は、ＡＰは、ＣＴＳを返送してＤａｔａ１の送出を許可する。
【０１１３】
　次に、図１０を用いて、実施例２の詳細な動作をフローチャートで示す。図１０は、図
６の右下のＣＴＳを送出の部分の直前に、実施例２に従う条件判定を挿入したものである
。
【０１１４】
（１）ＡＰは、受信した信号がＲＴＳであるかを判定し（Ｓ２０）、ＲＴＳでは無い場合
は図６と同様にＡＣＫフレームを返送する（Ｓ２１）。
（２）ＲＴＳである場合は、ＡＰは、実施例２の特徴である「ＲＴＳが要求するデュレー
ションと現時刻とを加算した値が、ビーコンフレームや音声信号を送出すべき定時時刻を
超過するか」を判定する（Ｓ５１）。超過しないと判断した場合は、ＡＰは、図６と同様
にＣＴＳを送出する（Ｓ２３）。超過すると判断した場合は、ＡＰは、本実施例の目的で
ある「ＲＴＳ送信元にデータの送出を許可しないためにＣＴＳを送出せず、ＡＰからの音
声信号・ビーコンフレームの送出を優先するために送信タイマをＳＩＦＳに設定」する（
Ｓ２３）。
【０１１５】
［実施例３］　実施例３は、上記アクセスポイントにおいて、前記無線ＬＡＮ端末からデ
ータ送出に先立つＲＴＳの送信を受けたときに現在の時刻からＲＴＳに記述された最大デ
ュレーション時間が経過した時刻が前記音声信号またはビーコンフレームを送出する定時
時刻より前であるか否かを判定するデータ受信終了時刻判定手段を備え、前記信号送出手
段を、受信したＲＴＳを伴なうデータが異常であるときに、再送されるデータの前記現在
の時刻からＲＴＳに記述された最大デュレーション時間が経過した時刻が前記音声信号ま
たはビーコンフレームを送出する定時時刻より前でないときに、前記音声信号またはビー
コンフレームを送出する定時時刻前に終了するダミー信号を送出する手段とした例である
。
【０１１６】
　さらに、実施例３は、上記アクセスポイントにおいて、前記無線ＬＡＮ端末からデータ
送信を受けたときに現在の時刻からＲＴＳ不要の最大デュレーション時間が経過した時刻
が前記音声信号またはビーコンフレームを送出する定時時刻より前であるか否かを判定す
るデータ受信終了時刻判定手段を備え、前記信号送出手段は、前記現在の時刻からＲＴＳ
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不要の最大デュレーション時間が経過した時刻が前記音声信号またはビーコンフレームを
送出する定時時刻より前でないときに、前記音声信号またはビーコンフレームを送出する
定時時刻前に終了するダミー信号を送出する手段とした例である。
【０１１７】
　実施例３として、パケット長が短いのでＲＴＳを送出しないパケットが、ビーコンフレ
ームや音声信号の送出を遅延させるのを抑制する場合のタイムチャートを図１１により説
明する。
【０１１８】
（１）ＲＴＳを伴なわない無線ＬＡＮ端末ＡからのＤａｔａ１の受信を終了したＡＰは、
現時刻と「ＲＴＳを送出しない範囲内での最大のパケット長（国際標準９．２節記載のＲ
ＴＳ－Ｔｈｒｅｓｈｏｌｄに相当）のパケットを送出する場合のデュレーション」とを加
算し、この時刻がビーコンフレームや音声信号を送出するべき定時時刻を超過するかを判
定する。
（２）上記加算値が定時時刻を超過し、かつ他の装置から無線が送出されていない場合、
ＡＰはダミー信号を送出し、他の無線ＬＡＮ端末から無線が送出されるのを抑制し、ビー
コンフレームや音声信号を定時時刻に送出させる。
【０１１９】
　この手法によれば、ＡＰは、ビーコンフレームや音声送出の定時時刻を超過するＤａｔ
ａの無線ＬＡＮ端末からの送信を抑制することができ、ビーコンフレームや音声の送出を
定時時刻に行うことができる。
【０１２０】
　次に、図１３を用いて、実施例３の詳細な動作をフローチャートで示す。図１３は、図
６の左中央のステップＳ６における「送出データ有り？」の判定により送出データが「無
し」とされた場合に、実施例３に従う条件判定を挿入したものである。
【０１２１】
（１）ＡＰは、ステップＳ６における「送出データ有り？」の判定により、送出データが
「無し」とされた場合に、実施例３の特徴である「ＲＴＳ送出が不要なパケット（国際標
準９．２節のＲＴＳ－Ｔｈｒｅｓｈｏｌｄに相当）の範囲で最大となるデュレーションと
現時刻とを加算し、ビーコンフレーム・音声の送出定時時刻を超過するか？」を判定する
（Ｓ６１）。超過しない場合は、ＡＰは、図６と同様に「無線信号を受信」（Ｓ３）へ移
行する。超過する場合は、ＡＰは、実施例３の目的である「ビーコンフレーム・音声信号
の送出定時時刻からＳＩＦＳ時間を差し引いた時刻までダミー信号の送出」を行う。すな
わち、送信タイマに、（ビーコンフレーム・音声の送出定時時刻－現時刻―ＳＩＦＳ）を
設定し、送信タイマを起動し（Ｓ６２）、送信タイマが終了するまで（Ｓ６４）、ダミー
信号を送出する（Ｓ６３）。
【０１２２】
　ここでダミー信号は、他の無線ＬＡＮ端末からの無線送出を抑制すれば良いので、無線
ＬＡＮ端末などに悪い影響を与えない限りどのような内容でも良い。
【０１２３】
（２）次に、ＳＩＦＳの待ち時間後にビーコンフレームや音声信号を送出するために、図
６の送信タイマにＳＩＦＳを設定するブロックに移行する（Ｓ２２）。
【０１２４】
　以上説明した実施例１から実施例３を組合せて実施しても良い。すなわち、長いパケッ
トがビーコンフレームや音声信号を送出するべき定時時刻の直前に送出されるのを抑制す
るために、ＲＴＳに対するＣＴＳを送出しないで長いパケットの送出を許可せず（実施例
２）、ＲＴＳを必要としない短いパケットがビーコンフレームや音声信号を送出するべき
時刻の直前に送出されるのを抑制するために、送出定時時刻の直前にＡＰからダミー信号
を送出する（実施例３）ようにしても良い。
【０１２５】
　実施例１で説明した伝送誤り再送に実施例３を適用しても良い。すなわち、実施例１は
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最初のデータはビーコンフレームや音声信号を送出すべき定時時刻を超過することを許容
し、再送データはビーコンフレームや音声信号を送出した後に送出していた。これを図１
２に例示するように、最初のデータは定時時刻の前に送出を終了するが、伝送誤りに対す
る再送するデータは、定時時刻を超過して無線の使用が継続すると予測される場合は、Ａ
Ｐはダミー信号を送出し、定時時刻になったらビーコンフレームや音声信号を送出するこ
とにより、再送データによるビーコンフレームや音声の送出遅延を防止しても良い。無線
ＬＡＮ端末Ａはビーコンフレームや音声信号を受信した後にＤａｔａ１を再送する。
【０１２６】
　上記の例ではＡＰから定時時刻に音声信号やビーコンフレームを送出する場合を示した
が、ＡＰが無線ＬＡＮ端末に対して音声信号を送出させる制御命令を定時時刻に送出する
ようにしても良い。これにより、無線ＬＡＮ端末がＡＰ宛に音声信号を定時時刻に送出で
きるようになる。
【０１２７】
［実施例４］実施例４は、上記アクセスポイントにおいて、前記信号送出手段は、送出し
ようとするデータの最大デュレーション時間が経過した時刻が前記音声信号またはビーコ
ンフレームを送出する定時時刻より前であるか否かを判定するデータ送信終了時刻判定手
段を備え、前記信号送出手段を、前記現在の時刻から最大デュレーション時間が経過した
時刻が前記音声信号またはビーコンフレームを送出する定時時刻より前でないときに、当
該送信しようとするデータの送信を抑制する手段とした例である。
【０１２８】
　以上の実施例１～３では、無線ＬＡＮ端末からＡＰ宛のパケットが、音声信号やビーコ
ンフレームを定時時刻より遅延して送出することを抑制した。次に、ＡＰから無線ＬＡＮ
端末宛のパケットが音声信号やビーコンフレームを定時時刻より遅延して送出させるのを
抑制する例を、実施例４として図１４のタイムチャートにより説明する。
【０１２９】
（１）図１４に示すように、ＡＰが、無線ＬＡＮ端末Ａ宛にＤａｔａ１を送出する前に、
Ｄａｔａ１の送出に要するデュレーション時間を計算し、現時刻と加算し、ビーコンフレ
ームや音声信号を送出する定時時刻を超過するかを判定する。
（２）超過しないと判断した場合は、ＡＰは、Ｄａｔａ１を送出し、無線ＬＡＮ端末Ａか
らＡＣＫフレームを受信して正常な送出が完了した事を確認し、ビーコンフレーム送出定
時時刻になったらビーコンフレームを送出する。
【０１３０】
（３）次に、ＡＰは、無線ＬＡＮ端末Ｂ宛にＤａｔａ２を送出する前に、Ｄａｔａ１の場
合と同様にＤａｔａ２のデュレーション時間を計算し、現時刻と加算し、ビーコンフレー
ムや音声信号送出の定時時刻を超過するかを判定する。
（４）超過すると判断した場合は、ＡＰはＤａｔａ２（破線で表示）の送出を延期し、音
声信号送出の定時時刻になったら音声信号を送出する。これに伴い、Ｄａｔａ２を送出す
れば無線ＬＡＮ端末ＢからＡＰ宛のＡＣＫフレーム（破線で表示）も返送されなくなる。
（５）図示していないが、ＡＰは、音声信号の送信後にＤａｔａ２を送出する。
【０１３１】
　尚、ＡＰから送出すべきデータに、パケット長が長いパケットと短いパケットが有り、
短いパケットならばビーコンフレームや音声信号送出の定時時刻を超過しないと判断した
場合は、短いパケットを送出するのは当然である。
【０１３２】
　次に、図１５を用いて、実施例４の詳細な動作をフローチャートで示す。図１５は、図
１３の左上のステップＳ６の「送出データ有り？」の判定により送出データが「有り」と
された場合に、実施例４に従う条件判定を挿入したものである。
【０１３３】
（１）図１５において、ＡＰから送出すべきデータ「有り」と判断された場合は、本実施
例の特徴である送出データのデュレーション時間と現時刻との和がビーコンフレーム・音
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声の送出定時時刻を超過するかを判定する（Ｓ８１）。
【０１３４】
（２）ステップＳ８１において、超過する場合は、ＡＰは、本実施例の目的であるＡＰか
ら送出すべきデータの送出を延期し、図１３と同様にＲＴＳ不要の最大デュレーションと
現時刻との和がビーコンフレーム・音声の送出定時時刻を越えるかを判定し（Ｓ６１）、
ダミー信号の送出要否を判断する。
【０１３５】
（３）ステップＳ８１において、超過しない場合は、ＡＰは、図６と同様にデータを送出
する（Ｓ７）。
【０１３６】
　以上の実施例では、音声信号やビーコンフレーム信号を定時に送出するために、ＡＰや
無線ＬＡＮ端末がデータよりも音声信号やビーコンフレーム信号を優先して送出する方法
に付き説明した。
【０１３７】
　既述のように、音声信号やビーコンフレームやデータよりもさらに優先すべきものとし
て、電子レンジなどからの妨害電波がある。この妨害電波の影響を最小とするために無線
ＬＡＮが無線送信制御を行う必要が有る。ＡＰが妨害電波の有無を検出し、周波数や位相
を求めることにより、妨害電波が次に「有り」となる時刻や次に「無し」となる時刻を予
想できる。そこで、上記に説明した実施例を応用して以下のようにしても良い。
【０１３８】
（応用例）　ＡＰは、データや音声信号やビーコンフレームをパケットで送出する時に、
パケットの送出時間とＡＣＫフレームの応答が必要な場合はＡＣＫフレームの応答時間と
を含めて、次の妨害電波「有り」になる前に送受信完了するか否かを判断し、次の妨害電
波「有り」になる前に送受信完了する場合は、該パケットを送出する。しかし、次の妨害
電波「有り」になる前に送受信完了しない場合は送出せず、より短いパケットがあり、該
短いパケットなら次の妨害電波「有り」になる前に送受信完了する場合は、ＡＰは、該短
いパケットを優先して送出する。
【０１３９】
　妨害電波「有り」の時に電子レンジの妨害電波を受信できない隠れ端末が無線を送出す
るのを抑制するために、ＡＰが妨害電波「有り」の期間、ダミー信号を送出しても良い。
【図面の簡単な説明】
【０１４０】
【図１】一般的な無線ＬＡＮのシステム構成図を示す図。
【図２】一般的なＡＰのハ－ドウェア構成図を示す図。
【図３】一般的な無線ＬＡＮ端末のハ－ドウェア構成図を示す。
【図４】実施例１において、無線ＬＡＮ端末が送出したデータに伝送誤りが発生した場合
のビーコンフレームや音声信号の送出タイムチャートを示す。
【図５】実施例１において、ＡＰが送出したデータに伝送誤りが発生した場合のビーコン
フレームや音声信号の送出タイムチャートを示す。
【図６】実施例１における再送データよりビーコンフレーム・音声信号を優先するＡＰの
フローチャートを示す。
【図７】実施例１における再送データよりビーコンフレーム・音声信号を優先するＡＰの
フローチャートを示す。
【図８】実施例２において、ＡＰがＣＴＳを送出してデータ送出を許可する場合のタイム
チャートを示す。
【図９】実施例２において、ＡＰがＣＴＳを送出してデータ送出を許可しない場合のタイ
ムチャートを示す。
【図１０】実施例２におけるＡＰの動作フローチャートを示す。
【図１１】実施例３において、ＡＰがダミー信号を送出してビーコンフレーム・音声信号
の直前に他の無線ＬＡＮ端末が送出するのを抑制する場合のタイムチャートを示す。
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【図１２】実施例３において、ＡＰがダミー信号を送出してビーコンフレーム・音声信号
の直前に他の無線ＬＡＮ端末が再送データを送出するのを抑制する場合のタイムチャート
を示す。
【図１３】実施例３におけるＡＰの動作フローチャートを示す。
【図１４】実施例４において、ＡＰから送出するパケットがビーコンフレーム・音声信号
の定時送出遅延を発生させるのを抑制するタイムチャートを示す。
【図１５】実施例４におけるＡＰの動作フローチャートを示す。
【図１６】従来のＤＣＦ（Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｅｄ　Ｃｏｏｒｄｉｎａｔｉｏｎ　Ｆｕｎ
ｃｔｉｏｎ）におけるビーコンフレームや音声信号の送出タイムチャートを示す。
【図１７】従来のＤＣＦにおいて再送が発生した場合のビーコンフレームや音声信号の送
出タイムチャートを示す。
【符号の説明】
【０１４１】
　１－１，１－２，１－３，１－４，１－５，１－６：無線ＬＡＮ端末
　２－１，２－２，２－３，２－４：アクセスポイント
　３－１，３－２：ル－タ
　４－１，４－２，４－３，４－４：パソコン（有線ＬＡＮ端末）
　５：インターネット（ＩＰ）網
　１Ａ：情報通信端末部
　１Ｂ：無線部
　１０：通信処理部
　１０－１：プログラムメモリ
　１０－２：ワークメモリ
　１１：アンテナ
　１２：ＲＦ部
　１３：ベースバンド部
　１４：ＭＡＣ処理部
　１５：上位層処理部
　１６：端末インタフェース部
　１９：バス
　２Ａ：ルータ部
　２Ｂ：無線部
　２０：通信処理部
　２０－１：プログラムメモリ
　２０－２：ワークメモリ
　２１：アンテナ
　２２：ＲＦ部
　２３：ベースバンド部
　２４：ＭＡＣ処理部
　２９：バス
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